にっぽんちゃり≪報告書≫

文責：北村知寛

≪目的≫

　・日本の土地を自分の五感で感じる（人の意見や文章は参考程度にする）

　　→ 事前にある程度の文献を読み、隊員間で情報を共有していく

　　→ 読んだ上での自分の意見を発信していく

　・装備の知識を付ける（寒い時期だからこそ）

　　→ 今後の活動において、状況に応じて必要な装備を判断出来る能力を付ける

・長期活動で基礎を作る

　　→ 今後の夏・春活動においての自信を付ける

≪期間≫

　2011年2月7日（月）～2月25日（金）

≪場所≫

　九州（鹿児島空港）～ 中国 ～ 近畿 ～ 中部 ～ 関東（日本橋）

　→ 基本的には国道3号線、2号線、1号線と走行

≪隊員≫
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[image: image4.emf]概要 備考 予算 出費 出費 出費

航空運賃（羽田～鹿児島） ¥8,800 ¥8,800 ¥8,800 ¥8,800

特定品目持込代 自転車 ¥1,000 ¥1,000 ¥1,000

食費（自炊） ￥400×18日 ¥7,200 ¥6,460 ¥6,460 ¥6,460

食費（外食） ￥1,000×17日 ¥17,000 ¥17,452 ¥15,412 ¥16,124

レーション代 ¥8,727 ¥4,521 ¥6,329

洗濯代 ￥500×4日 ¥2,000 ¥1,736 ¥903 ¥1,153

風呂代 ￥500×15日 ¥8,000 ¥8,963 ¥8,963 ¥8,963

切符代（輪行） ¥2,270 ¥2,060 ¥2,030

雑費 ¥5,000 ¥22,532 ¥6,865 ¥9,648

合計 ¥48,000 ¥77,940 ¥54,984 ¥60,507

（北村知寛）(鹿野勇貴）（内田達也）

自宅～羽田空港

防府～岩国
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　（CL・記録）　パンク５回チューブ交換2回
北村知寛　Ｂ型　国際学部国際学科4年　75129　（九州・関東地方担当）
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　（SL・会計）　パンク2回チューブ交換1回

鹿野勇貴　Ｏ型　商学部会計学科2年　92520　（北九州・中国地方担当）
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　（医療・装備・渉外）　パンク４回チューブ交換1回

内田達也　Ｏ型　政経学部法律政治学科2年　93042　（近畿・中部地方担当）
≪会計報告≫
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　・航空券はもっと安く手に入れることが可能
　→ 2か月前から1日過ぎた時点で航空券がいくらなのか調べてみたら、既に格安のチケットは完売していた。少し焦ったが、仕方がないので2番目に安い\8800の航空券を予約した。早め早めの行動を心掛けるべきだった。

　・やはり自炊は安く済ませられる

　→ 当初は昼食のみを外食（御当地）と決めていたが、夜遅くまで活動してしまった時や、寒過ぎて辛い時などは夕食も外食とした。夏場なら夜遅くても夕食を自炊しても良いが、冬場はとても辛い。臨機応変に自炊か外食かを選ぶことが大切。特に雪の日は自炊する気にもならない。しかし、外食を多くしてしまったので自炊の2倍程の出費となってしまった。でも後悔はしていない。

　・レーション代を予算に組み込んでいなかった

　→ 自転車をこいでいるとハンガーノックに陥りやすい。よって、レーションによるカロリー摂取が大切。しかし、値段・カロリー・効率を考えて買わなければ、余計な出費になりかねない。

　・その他の出費（雑費）が意外とかかってしまった

　→北村隊員は、左手の火傷治療の医療道具費、結露対策として活動途中に購入したシュラフカバーを購入。予想外の出費が多い。。鹿野隊員は、寒さ対策として防寒グローブを購入し、やる気上げるためにスピードメーターを購入した。内田隊員は、防水対策で防水グローブ、寒さ対策のためにウェットソックスを購入。その他として、各々の予備チューブやネジなどを追加購入した。

≪個人装備報告≫

　【自転車】
事前に自転車屋での点検を必ず行なうこと。

　【サイドバック】
mont-bellの防水製サイドバックは大容量でとても使えた。それでも、中身はゴミ袋に入れて、二重に防水対策を施した。活動途中に留め具のネジが緩んで取れてしまったので、予備のネジを用意しておくと良い。今回は道沿いにホームセンターがたくさんあり、そこで購入出来たので良かった。サイドバックに限らずに、装備は前もって修理が可能かどうか確認しておくことが大切。

　【輪行袋】
値段はピンからキリまであるが、飛行機輪行の場合にはなるべく丈夫な物を用意した方が無難。搭乗受付時に航空会社から“自転車が機内で破損しても責任は取りません”という書類にサインをしなければ機内に持ち込めない。自転車は特定品目持込代として\1,000を徴収される。ただし、丈夫な輪行袋ほど収納時に嵩張るので、バランスを考えて購入を検討すること。輪行袋に包む前に、段ボール等で自転車を保護することも有効な手段である。

　【荷台ロープ】
　　時にはあると便利。内田隊員以外は使用していない。

　【予備チューブ】
使用した場合、再度自転車屋などで購入し、1つ以上は予備チューブを常備しておくこと。走行ルートに自転車屋が無い場合は、事前に2つ以上は常備しておいた方が無難。

　【パンク修理キット】
飛行機にはゴムのりは持ち込めないので事前に抜いておくこと。パンク修理キットは百均のではない方が良いかもしれない（特に根拠はない）。

　【ワイヤー錠】
2個は防犯対策として用意した方が無難。短時間の駐輪の際は、百均の簡易的な鍵だとスムーズ。長時間の駐輪の際には、頑丈な鍵＋簡易的な鍵で防犯対策。また、サドルの盗難防止のために、サドルチェーンもあったほうが良い。

　

【テールライト】

安全のためにトンネル内、夜間走行の際に点灯させる。用意出来ない場合はサイドバックにヘッドライトを括り付けることも可能だが、用意した方が無難。

　【ヘルメット】
長距離・短距離に関わらずに用意した方が良い。何かあってからでは遅い。

　【工具】
　　アーレンキー1～6、プラスドライバー、8mmスパナは必須。自分の自転車に合ったサイズの工具を調べてから購入する。

　【地図】
どんな活動でも妥協せずに用意すること。自分達がきちんと活動中に使えることが大切。今回、目的地の拡大図等はコンビニにおいてある地図（ライトマップルや県地図等）を利用した。

　【コッヘル・カトラリー】

チタン・ステンレス・アルミと何でも大丈夫。多ければ食材を切った時に重宝する。カトラリーはスプーン・フォーク・箸が揃っていると便利。

　【レインウェア】
確実に防水出来る物を用意すること。予算の都合上という理由でゴアテックス以外の物を買うと悲惨なことになりかねない。

　【活動着】
やはり速乾性の物に限る。素材表示を見て少しでも綿製品の物は乾燥機にかけても乾きにくい。購入の際には素材表示を見ること。また、着替えは隊員間で何着分と決めておくと良い。何日目に洗濯（コインランドリー）というのが設定しやすい。洗濯は夜に行なうと、活動に支障をきたさないので効率的と思われる。その際は外食がおすすめ。
　【防寒着】
サイドバックの容量次第ではあるが、走行用と寝具はなるべく別で用意した方が良いかもしれない。

　【シュラフ】
　　外気温に適した物を用意すること。今回、全員が～0℃快眠の物を用意した。

　【シュラフマット】
床冷えを防止するために確実に必要。自分の体に合ったサイズを用意した方が良い。短くて軽いのは夏場で十分。冬場はマットが無い部分におけるシュラフへの結露が非常に厄介。今回に限らず、良いシュラフを買うよりもシュラフマットを用意した方が良い気がした。体力回復のためにも、寝心地というものは大切である。

　【シュラフカバー】
高くてもゴアテックスの物を買った方が断然お得だと思われる。冬場はシュラフとシュラフカバーの間で結露してしまうため、結露対策としては役に立たない。むしろ使わない方が良い。

　【百均のアルミマット】
　　汚れ対策・結露対策として、シュラフマットの下に敷いて使用した。

　【4点セット】
　　ヘッドライト…テン場や夜間走行時に使用。

ツールナイフ…使用せず。調理は百均の鞘付きナイフを使用した。

コンパス…使用せず。

自転車のベル（ホイッスル）…走行中の緊急時に鳴らした。

ex.パンクした時や道を間違えていることを伝える時等

　【携帯充電器】
電池交換式の物を用意すること。活動中は携帯のバッテリーが無くなるという事態を防ぐためにも、必ず用意しておきたい物。いつどこでコンセントによる充電が出来るかは分からない。

　【ポケッタブルザック】
食材を買い出しした際にとても使えた。普段は小さくしてしまっておけるのでとても便利である。

　【雨の日対策の物】
ビニール袋2枚・ウェットソックス・踵固定のサンダル（クロックスもどきを購入）を履く事で、雨の日でも靴を濡らすことがない。靴が濡れると非常に厄介だが、速乾性の物だと、活動中に乾いていることも少なくはない。しかし、濡らしたくない人はサンダルがオススメである。

　【輪ゴム or クリップ】
　　あったら便利な物として、袋タイプのレーションを束ねる際に重宝する。

≪行動記録≫

　2月7日（月）　東京都 → 鹿児島県
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14：00頃　羽田空港のロビーに隊員全員が揃った。鹿野・内田両隊員は輪行で非常に疲れた様子だった。北村隊員は花田広太郎氏を助っ人として呼んでいて、サイドバック一式を持ってもらっていたので、高尾から楽に輪行することが出来た。内田隊員はジーパンを履いていて、これは多分後悔することになるだろうと確信した。15：10には飛行機に搭乗し、東京を出発した。今日は輪行するだけと決めていたので、14時集合15時出発という設定は非常に助かった。
飛行機の窓からは新燃岳の噴煙が見えた。ニュースでは遠い場所で起きた事という認識ではあったが、近くに来た・来てしまったという何とも言い難い気持ちになった。
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17：10　鹿児島空港に到着。各々、自転車の状態を心配しながらベルトコンベアの前で待機。サイドバックはベルトコンベアに流れてきたが、自転車本体は航空会社のお姉さんが重そうに抱えて持ってきてくれた。特に破損した箇所はないようである。

空港を出たすぐの所で自転車の組み立てを開始。北村隊員は輪行時にリアディレイラーをいじってしまったばっかりに、組み立てに無駄に時間がかかった。素人が心臓部を下手にいじらない方が良いと実感した。後に修理してもらうことになる。※当時の皆？の口癖「あさひ行きて～」。

～ 20：20　外灯がないために真っ暗な道路を進み、近くのコンビニで夕食を済ませた。空港近くの駅をテン場にしようかと向かった直後に、良い感じの駐車場を見付けた。そこにテントを張り、20：50頃就寝。と思ったら、空港の工事車両用ゲートがある場所だったらしく、就寝直後に大型車両がたくさん通って行った。工事の人に「朝方までに6～70台くらい通るけど大丈夫かい？」と聞かれ、「大丈夫です」と答えた。テントのチャックを開けた際に見えた、大型車両の数に笑わずにはいられなかった…。

　【テン場】空港間近の駐車場
2月8日（火）　鹿児島県 → 熊本県
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5：50　起床。外は真っ暗でテントのフライやサイドバックに付いた結露が凍っていた。夜は氷点下になっていたようだ。朝食は昨日の夕食と同じコンビニで済ませ、7：03に出発。走り始めからきついアップダウンが続いた。活動初日ということもあり、目的地までの距離を短めに設定しておいて良かった。10時頃から北村隊員の後輪が不調になってきた。
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11：10　夢さくら館という道の駅みたいな場所で昼食。鹿児島県と言えば黒豚ということで、黒豚丼\750（鹿野・内田）、黒豚焼肉定食\800（北村）を食べた。老夫婦が営む風情ある食堂であった。「ご飯おかわり出来るよ」ということで北村・内田両隊員はおかわりをすることにした。後にしっかりと追加料金\100をとられた（聞いてないよ…）。

満腹で出発となるはずが、北村隊員の後輪はパンクしていた。食堂のおじいさんにバケツを借りてパンク修理をした。原因は不明。

14：30頃　鹿児島県と熊本県の境目、亀嶺峠を越えて水俣市へと入った。何気に箱根峠の次にきつかったかもしれない…。水俣病資料館に向かう途中に自転車屋（田原サイクル）があったので、北村隊員のリアディレイラーを修理してもらうことにした。方言で「よかです（良い）」と言いながら、良い感じに修理してくれるおじさん。ツーリング頑張れ！という善意で無料にしてくれるのかという雰囲気をかもしだしながら、修理が終わると「じゃあこの部分だから…3000円で」。一同「っ！？」。注）あさひではリアディレイラーの調整は\600ぐらいだった気がする。ブレーキなども調整してくれていたので、しぶしぶお金を払うことにした。あさひが工賃表を掲示してくれている有難みがひしひしと理解出来た瞬間であった。

　15：15　水俣病資料館到着。資料館のあるエコパーク水俣という広大な敷地の公園は、水俣病の原因となった有機水銀の汚泥を浚渫して埋め立てを行なった場所である。資料館は無料で入場が出来、水俣病の歴史・現在を知ることが出来た。水俣病は未だに解決出来ていない問題である。“水俣”と聞くと水俣病のイメージが出てきて、あまり良いイメージではなかったが、歴史を知ることでイメージ・考え方も変わっていくものだと感じた。奇病に地名を付けると水俣市のようになりかねないので、あまり病名に地名を付けない方が良いのではないだろうか（四日市ぜんそくも然り）。訪れてみると水俣市は当たり前だが普通の街だった。個人的には田原サイクルのせいで、水俣市のイメージは良くも悪くも…といった感じになってしまった。

　17：30　お風呂（\500）。予定していたテン場の道の駅みなまたから約10km離れていたので、お風呂後のテン場は近くで探すことにした。この日からお風呂後のテン場探しは、先へ進むのは良いが、引き返すことは極力しないということにした。

　19：00　夕食。カレー・食パン（一人当たり\472）。
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　21：40　就寝。外は雨が降っていたので、レストラン？の屋根の下にテントを張ろうとしていたら、そこの従業員のおじさんが21時頃に現れて、裏手の倉庫を貸してもらえるということになった。加えて、熊本県特産の晩白柚（ﾊﾞﾝﾍﾟｲﾕ）をたくさん頂けた。地元の方の優しさに触れた瞬間だった。晩白柚はとても美味しかった。ナイフの使い方がいまいちな鹿野隊員はサクッと指を切ってしまっていた。

　鹿児島空港～国道504号～県道55号～県道53号～国道268号～国道3号

Tm：5.04.00　Av：16.4　Dst：83.00　Odo：83.00　Mx：46.0　We：晴‐曇

【テン場】津奈木町・つなぎ温泉四季彩近くのレストラン？裏手の倉庫内

　2月9日（水）　熊本県
6：04　起床。
6：40　朝食。昨日のカレーの残り・食パン（一人当たり\472）。
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7：44　出発。事前に地図を見て萎えていたが、活動開始早々に峠の連続である。途中に長いトンネルがあったので、そこは海岸線の道を迂回しようと決めた。トンネルは破片がたくさん落ちているし、自動車が間近を走っていて怖いので極力避けたいところである。結果的に迂回する判断は正しかった。
　12：15　八代市内の十徳やというお食事処で昼食。八代は港が近いので海鮮系が良いと思い、天丼うどんセット\750（北村・内田）、天丼御膳\780（鹿野）を食べた。北村・内田両隊員が食べ終わる頃に鹿野隊員の天丼御膳が来た。これは、お腹が空いている状態では酷である。お昼なのに厨房1人？ホール1人なのはおかしいという話をしながらの昼食だった。
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　15：45　お風呂（\500）。お風呂が終わり、予定していたテン場まで向かっていたら、いつのまにか通り過ぎていた。いろいろ探し回ったあげく、水場のない公民館の敷地内にテントを張ることにした。水は近くにあった打ちっぱなしのゴルフ場から頂けた。プラティパスや空いたペットボトル等に入れてもらい、全部で6ℓくらいになった。水道水が普通に頂けて、普通に使用できる日本。少ない水に有難みを感じずにはいられなかった。

　21：00　夕食。ちゃんこ鍋・米（一人当たり\644）。
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　21：47　就寝。就寝前に、買い出しの時に\398で買っておいた特大の晩白柚を皆で食べた。ボーリングの玉より一回り小さい晩白柚を切ってみると、皮が4cmくらいあって驚いた。大きさの割に実自体は小さい感じである。果実王という通称は伊達ではなかった？個人的にはとても美味しいと思うので、熊本県に行った際にはまた食べたいものである。

国道3号

Tm：5.48.35　Av：15.3　Dst：89.11　Odo：172.1　Mx：36.0　We：曇

【テン場】宇土市・川尻駅近くの公民館の敷地内

2月10日（木）　熊本県 → 佐賀県 → 福岡県
　5：07　起床。

　6：10　朝食。昨日のちゃんこ鍋の残り・米（一人当たり\644）。唯一、この日だけ朝から米を炊いた。しかし、出発が遅くなるばかりか、朝はとても寒いので米を炊く作業がとても辛い。よって、この日以降は朝にガスヘッドを使うことはなかった。

7：10　出発。8時半頃に熊本市内のあさひを見付けたが、残念ながら営業しているわけもなくスルーすることにした。
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　8：28　熊本城到着。入城料は\500。天守閣の他に宇土櫓という場所も見学出来るのだが、僕らは時間もあまりないということで、天守閣だけ見学しようと話していたら、知らないおじさんに「あっち（天守閣）は鉄筋コンクリート。あっち（宇土櫓）の方が復建しただけの現存物だから貴重だよ」と教えてくれた。歴史を教えてくれたこのおじさんに感謝し、僕らは親しみを持ってコンクリートおじさんと呼ぶことにした。個人的には、天守閣の最上部で見た、西南戦争以前の天守閣からの写真に感動した。現在の熊本市は都会だが、やはり明治頃には民家と田んぼしかなかった。その当時の写真なのだから大変貴重である。

城内で食べた熊本名物“いきなり団子”。これは餡子・白餡・芋餡と3種類あるが、どれも美味しかった。『いきなり団子とは、輪切りにした生のサツマイモを、小麦粉を練って平たく伸ばした生地（団子）で覆い隠す様に包んでいき、蒸し器等で蒸かしてそのまま食べる菓子のことである。“いきなり”とは、地元の古い方言で“簡単”という意味があり、いきなり団子とは“簡単に作れる団子”の意とされる。』参照：wikipedia
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　12：25　肉だら家というお食事処で昼食。御当地というか、もう普通にチェーン店？である。というのも、お昼はがっつり“お肉”が食べたいのである。そして、ここではカレー・ご飯おかわり自由という僕らには神様みたいな場所だった。僕らに「お昼はどこが一番良かったか？」と聞いてみてほしい。「肉だら家」と答えてしまうはずである。名物バラ焼き定食\690（北村）。肉だら家カレー＋ルーおかわり自由\680（鹿野・内田）。東日本にも欲しいお食事処である。

　17：30　お風呂（\600）。

　19：40　夕食。牛肉キムチ鍋・米（一人当たり\330）。

　22：27　就寝。この日は北村隊員のサイドバックが途中で破損するという事態になった。留め具のネジ部分が緩んでいたらしく、走行時の振動でどこかに落ちてしまったのが原因である。近くのホームセンターで似たようなネジを購入し、なんとか代用が効いたから良かった。装備に関しては、事前に修理が可能かどうか、予備パーツは必要か等、確認しておかなければならないと学べた。日頃からのメンテナンスも重要である。

　国道3号～国道208号～国道209号

Tm：5.21.19　Av：17.5　Dst：93.70　Odo：265.8　Mx：35.0　We：曇

【テン場】久留米市・上津温泉近くの広い公園の東屋の下（テーブルが邪魔）

2月11日（金）　福岡県

5：07　起床。

5：20　朝食。食パン・チューブバター（一人当たり\330）。この日からテント内での食パン朝食が始まった。お店で一番安い6枚入りの食パンを2個買って、一人当たり4枚食べるという感じである。寒いのでシュラフに入りながら…。

6：51　出発。出発してから1時間程で雨がパラパラと降ってきた。本降りになる前にコンビニに寄って、雨具に着替えた。
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9：50　この日はコインランドリーを道沿いに見付け次第入ろうと決めていたので、大宰府市手前のコインランドリーにて洗濯。花田広太郎氏には申し訳ないが、大宰府市辺りで雨が強まってきたので、あまり良い思い出はない。コインランドリーのおばさんに、チョコケーキと栗とお茶を頂いた。「寝袋は乾燥出来ますか？」と聞いたら、親身になって対応してくれた。とても良いおばさんだった。

しかし、活動中にコインランドリーに行くと、どうしても活動に支障をきたしてしまう。活動再開は11：00頃になってしまった。まだ30kmくらいしか走っていない…。

　14：00　博多にある大きなショッピングセンター内にある、どん舞というお食事処で昼食。ヒレカツ定食＋ミニ天丼\960（北村）。とんかつ定食＋ミニ天丼\910（鹿野）。にゅうめんセット\850（内田）。もはや御当地ではない…。並ぶ程の混み具合だった。

　　昼食前にショッピングセンター内にあるmont-bellに行き、ガス缶を調達しようとしたが、ガス缶が置いてある店舗ではなかった。ここで北村隊員は結露対策のシュラフカバー\11,500を購入。これでシュラフが結露で濡れる心配はない、と思っていた。

　　昼食が終わると外は雨があがっていた。内田隊員の「雨より雪の方がマシ」という一言は、後々僕らを苦しめることになろうとは思いもしなかった…。

　17：00　お風呂（\580）。洗濯と昼食にかなりの時間を費やしてしまったことと、進行方向の雲行きがとても怪しくなってきたので、早めに活動を切り上げてお風呂に入ることにした。予定していたテン場には辿り着けなかった。
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　19：50　夕食。ちゃんこ鍋・米（一人当たり\535）。お風呂後にはポツポツと雨が降り出し、風も強まってきた。活動を早めに切り上げておいて良かったと言える。テン場探しは難航したが、福津市にある多目的広場という場所の建物の屋根の下にテントを設置した。安かったせせり肉を大量に買ったのだが、あまり美味しくはなかった…。

　22：44　就寝。

　国道3号～国道495号

Tm：4.16.09　Av：17.1　Dst：72.88　Odo：338.7　Mx：32.0　We：雨‐曇

【テン場】福津市にある多目的広場という場所の建物の屋根の下
2月12日（土）　福岡県 → 山口県

5：40　起床。昨晩は夜通し風がとても強く、建物が雨と風をガードしてくれていたのでとても助かった。風の影響でテントは一切結露することはなかった。結露対策として買ったシュラフカバーは、買った日には役には立たないという、なんともまぁという結果に終わった。

5：45　朝食。食パン・チューブバター・ママレードジャム（一人当たり\535）。

7：33　出発。

9：05 ～10：00　内田隊員パンク。原因は1cm程のガラスの破片を踏んだため。パンク修理している最中から雪が降り始めた。本格的に降り始めるようだ。

12：50　小倉駅付近の福博軒というお食事処で昼食。外は雪がかなり降っていて、走るのが嫌になるくらい寒すぎる。博多焼きラーメン\680（北村・鹿野）。ソニック定食\680（内田）。内田隊員の注文したソニック定食の売り文句が「お急ぎの方におすすめ！」という感じだったので、「俺らの方が先に来たらどうするよ？（笑）」なんて話していたら、まさかのソニック定食が最後に来た。これには笑った。

14：45　関門トンネルを渡って本州に上陸！

18：10　お風呂（\600）。雪が降りしきる中、暗くなってからやっと銭湯に到着。本来は￥700だったが、内田隊員が知らないおばあさんから割引券をもらっていた。

20：00　夕食。シチュー・米（一人当たり\699）。テン場探しに手間取ってしまったが、糸根地区公園という廃墟？みたいな場所をテン場にすることにした。

22：00　就寝。

　国道495号～県道97号～県道69号～国道3号～国道199号～国道9号～国道491号～県道33号～国道2号

Tm：5.08.49　Av：15.9　Dst：81.89　Odo：420.6　Mx：35.0　We：曇‐雪

【テン場】国道2号線沿いの糸根地区公園の松の木の下

2月13日（日）　山口県

5：04　起床。外は雪が積もっている。

5：15　朝食。パン・チューブバター（一人当たり\699）。

～6：30　寒いのでシュラフで暖まる…。
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　7：45　出発。2号線沿いは歩道が凍結していて全然走れない。かといって路肩を走るのは危険なので、自転車を押して歩いた。走れたとしても時速10km出せるのがやっとという状態が続いた…。午前中は20km程しか進めなかった。午後は国道190号線を迂回して行こうということになった。この時点で昨日予定していたテン場にも到達しておらず、今日は防府駅（残り40km程）まで行き、輪行することに決めた。

　11：30 ～12：45　コインランドリーで靴を洗濯・乾燥させた。

　13：35 ～14：31　宇部市内のさんぷらざ食堂というお食事処で昼食。とんかつ定食\780（北村・鹿野）。豚みそ焼き定食\780（内田）。昼食後は段々天気が回復してきたので、気持ち良く防府駅まで走ることが出来た。

　18：50　防府駅到着。ここから岩国駅まで輪行した（19：21 → 21：05）。

　22：05 ～23：45　夕食。CoCo壱番屋。談笑していたら閉店まで滞在していた。

　0：20　就寝。

　国道2号～県道29号～国道190号～県道338号～県道25号～県道187号～

山陽本線防府駅～岩国駅

Tm：4.54.00　Av：14.7　Dst：71.92　Odo：492.5　Mx：31.5　We：曇‐晴

【テン場】岩国駅付近のヤマダ電機の駐車場

　2月14日（月）　山口県 → 広島県

　5：15　起床。

　6：15　出発。雨が降り出してきた。

　6：30 ～6：45　朝食。コンビニで済ませた。雨が雪へ変わってきた…。
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　9：55 ～11：40　広島市内、原爆資料館到着。朝食からの雪がずっと降り続いていて、外はとてつもなく寒い。かねてより行きたかった原爆資料館に着いたものの、がちがちに震えてしまっている隊員達。建物内で暖まりながらの見学となった。ここは言葉で説明するよりも、行ったことのない人は、一度は訪れた方が良いだろう。ちなみに鹿野隊員は2回目らしい。

　12：40 ～13：20　和幸で昼食。広島と言えば広島焼きかなと話していたが、あまりの寒さ、広島焼きが若干高い、昼食はやっぱりがっつり食べたいという理由で和幸にした。鹿野隊員は「とんかつばっかり食べてる！」「和幸なんて新宿にもある！」と文句をぶつぶつ言っていた。全員和幸御膳\819を食べた（結果的にはそこそこの値段…）。キャベツ・ご飯・味噌汁おかわり自由はやっぱｲｲﾈ！

　16：40　東広島市街手前で北村隊員パンク。途中から走りにくいと感じていたら、やはりパンクしていた。コンビニの前で修理をしていると、コンビニのオーナーのおじさんからお茶を頂けた。有難迷惑を感じる一歩手前くらいに親切なおじさんだった。

　18：30 ～20：20　お風呂（\600）。一日中雪が降っていたので、今日は絶対にお風呂に入りたいと思っていた。見つかって本当に良かった。

　20：50 ～22：00　CoCo’sで夕食。

　23：00　就寝。

　国道2号～国道486号

Tm：5.09.22　Av：15.3　Dst：79.814　Odo：571.7　Mx：29.5　We：雪

【テン場】移転して使われていない法務局の屋根の下

2月15日（火）　広島県
6：35　起床。凍っている道を走るのは危険なので、遅めに起床して陽が出るまで待機。

7：35　コンビニで朝食。

8：00　出発。

11：15 ～12：50　コインランドリーで洗濯。

　13：45 ～14：10　尾道ラーメンたにというお食事処で昼食。今日こそ広島焼きを食べようということで、探して見付けた場所は火曜日が定休日だった…。福島県と言えば喜多方ラーメン。広島県と言えば尾道ラーメンということで、ラーメンで妥協した。日替わり定食\750（北村・内田）。半チャン定食\850（鹿野）。

　17：45 ～18：45　お風呂（\400）。今までで一番安い！と思ったら、シャンプー・ボディソープが備え付きではなかったからだった。

　19：05 ～20：40　夕食。カレー・米（一人当たり\477）。

　22：00　就寝。

国道486号～国道2号～県道54号～国道2号

Tm：4.43.22　Av：16.7　Dst：78.99　Odo：650.7　Mx：34.5　We：晴‐曇

【テン場】福山駅付近の中央公園

2月16日（水）　広島県 → 岡山県
6：30　起床。外が氷点下のため非常に寒い…。

6：40　朝食。食パン・ピーナッツバター（一人当たり\477）。

8：40　出発。

　14：20 ～15：00　岡山駅内の杵屋（うどん屋）というお食事処で昼食。全員でカツ丼定食\980を食べた。メニュー表にはうどんの大盛無料と書いてあったのに、精算時に＋\100を取られた。疑問に思ったまま出発。その後に初めてツーリングしている人を見掛けた。少しテンションが上がった。

　16：45 ～17：50　お風呂（\500）。建物のすぐ隣を新幹線が走っているので、少しうるさい。ここで岡山名物きびだんご4ヶ入り（\160）を食べた。初めて食べたけど、甘すぎない感じがとても美味しかった。

　18：40 ～20：40　ガストで夕食。

　21：25　就寝。この日で北海道自転車ツーリングの710kmを超えた。残り半分だ！

国道2号～国道429号～県道162号～国道250号～国道2号

Tm：4.48.23　Av：17.8　Dst：85.65　Odo：736.3　Mx：30.5　We：晴

【テン場】岡山県備前市にある伊部総合運動公園

2月17日（木）　岡山県 → 兵庫県
7：00　起床。朝方に雨が降ったみたいで、外に置いといた靴がびしょ濡れになっていて萎えた…。せっかく乾かしたのに…。

8：00　コンビニで朝食。おじさんにおにぎりを頂いた。

8：40　出発。

9：27　一番後ろの鹿野隊員が遅れ始めたと思ったらパンクしていた。

　13：35 ～14：05　姫路城前のはの屋敷というお食事処で昼食。3人共おでん定食\880を食べた。結果的にはお肉系ではないので、すぐにお腹がすいてしまうことに…。

14：20 ～15：30　姫路城を見学。入城料は\400。現在、大河ドラマで江を放映しているので、千姫にまつわる姫路城は歴史を紹介するパネルが多数掲示されていた。大規模に天守閣を復建工事していたので、天守閣までは見学することは出来なかった。

北村隊員は1年次のサバイバル合宿の時に、一度見学していたので懐かしい気持ちになった。

17：50 ～19：00　お風呂（\650）。お風呂後に雨が降り出してきた。

20：10 ～22：40　コインランドリーで洗濯と夕食。塩すき焼き鍋・米（一人当たり\414）。活動中にコインランドリーに行くと、活動に支障があるので夜に洗濯をすることにした。そこで夕食も作ることにしたので一石二鳥。

　23：15　就寝。

国道2号～国道179号～国道2号～国道250号

Tm：5.18.02　Av：16.8　Dst：88.84　Odo：825.2　Mx：36.5　We：曇‐雨

【テン場】電機屋（ミドリヤ）の駐車場

2月18日（金）　兵庫県 → 大阪府
5：10　起床。

5：15　朝食。食パン・ブルーベリージャム・ピーナッツバター（一人当たり\414）。

6：40 ～7：00　後輪の空気が抜けていたので、北村隊員チューブ交換。

7：04　出発。

　9：05　明石海峡大橋の前で写真を撮った直後に北村隊員の後輪がパンクした。チューブ交換をしたのにパンクをした原因としては、タイヤ本体に1cm程の針金みたいな物が刺さったままだったからだ。パンク修理は穴を見付けたらおしまいという感じだったが、穴の原因（犯人）を探さなければならない、ということを学んだ。

12：05 ～12：26　この頃になると、昼食で平均\900の出費がきつくなっていたので、すき家で昼食。安い・早い・美味い・お肉！ということで、最高だった…。
15：45 　大阪駅前でたこ焼きを堪能。大阪駅前は駐輪場に停めないと即撤去になる。にもかかわらず、大概の人は放置駐輪である。文化が違う雰囲気が漂っていた。全く駐輪場が空いていないので、停められるまでにけっこうな時間を費やしてしまった。

18：20 ～19：50　お風呂（\700）。

21：35　今合宿、初めて計画書通りのテン場の山田池公園に到着。お風呂後に夜道を1時間近く走ったのだが、やはり夜道を走るのは危険。予定のテン場を目指すのも良いが、夜遅くになってしまった場合は早めにテン場を切り替えることも大切。

着いてから夕食作りを開始。チーズ鍋・米（一人当たり\667）。遅くなってしまった場合は、自炊ではなく外食で済ませても良いかもしれない。睡眠時間も大切だからだ。

23：25　就寝。
国道250号～国道2号～国道1号～県道13号～国道170号～国道1号

Tm：6.17.11　Av：16.1　Dst：101.63　Odo：926.8　Mx：31.5　We：晴

【テン場】大阪府枚方市山田池公園

2月19日（土）　大阪府 → 京都府 → 滋賀県
6：50　起床。

6：55　朝食。食パン・りんごジャム・ピーナッツバター（一人当たり\667）。

8：10　出発。

　10：10　二条城に到着。入城料は\600。修学旅行で京都は来たことあるけれど、有名処で二条城だけは来たことがない。ということで、せっかく京都に来たけれど、二条城だけ見学することにした。15代将軍慶喜が大政奉還を行なった場所。中学生の時点では恐らく有難みを感じられないので、今になって初めて来られて良かったと思えた。北村・鹿野両隊員は見学中にやたら足元が寒いと思っていたら、スリッパを履いていなかった。

11：50 ～12：20　三条バールというお食事処で昼食。近江牛すじ煮込みカレー＋ミンチカツ\630（北村・鹿野）。カツカレー\680（内田）。
18：45 　道の駅あいの土山に到着。2回目の計画書通りのテン場である。この日は通り沿いにお風呂がなかったので入浴が出来なかった。

19：05 ～20：45　夕食。トマトチーズ鍋・米（一人当たり\504）。夕食作りの合間に鹿野隊員は不調だった後輪のチューブ交換。

21：50　就寝。

国道1号～

Tm：4.59.38　Av：16.7　Dst：83.54　Odo：1010.4　Mx：30.5　We：晴

【テン場】道の駅あいの土山

2月20日（日）　滋賀県 → 三重県 → 愛知県
6：45　起床。

6：50　朝食。食パン・いちごジャム（一人当たり\504）。

8：10　さっそく鈴鹿峠が待ち構えていたので覚悟して出発。しかし、滋賀県側からの鈴鹿峠は全然大したことがなかった。三重県側からは登りたくはないと確信した…。

12：05 ～12：30　松屋で昼食。
14：50 ～16：50 　お風呂（\600）。名古屋市内のお風呂にとても早い時間に到着することが出来た。 お風呂後に駐輪場に戻ると、北村隊員の自転車が倒れていた。まさかの後輪パンクである…。パンク箇所が悪過ぎて（リム側）修理不可能だった。換えのチューブがなかったため、鹿野・内田両隊員に自転車屋を探してきてもらうことになった。運良くチューブは買えたものの、チューブを交換したら必ずチューブは再購入しておくべきであると痛感した。2人には本当に申し訳なかった。この件で、せっかく早めにお風呂に到着したのに20：00までかかってしまった。

20：40 ～21：30　宮本むなしというお食事処で夕食。

22：05　就寝。

国道1号

Tm：4.37.51　Av：18.8　Dst：86.72　Odo：1097.1　Mx：40.5　We：晴

【テン場】熱田神宮前公園

2月21日（月）　愛知県 → 静岡県
6：20　起床。

6：25　朝食。食パン・マーマレードジャム（一人当たり\118）。バロー社製品は格安ではあるが不味かった…。

7：45　出発。

11：00　内田隊員ガラス片を踏んだためにパンク。
13：10 ～13：48　すき家で昼食。

15：00 ～16：00　内田隊員修理不全のために再度パンク。

17：05 ～18：30　お風呂（\800）。

20：00 ～21：45　夕食。キムチ鍋・米（一人当たり\412）。

22：15　就寝。

国道1号～国道257号

Tm：5.36.20　Av：17.9　Dst：100.13　Odo：1197.2　Mx：36.0　We：晴

【テン場】浜松市イオンモール付近の公園

2月22日（火）　静岡県
7：18　起床。寝坊した…。

7：25　朝食。食パン・イチゴ・ブルーベリージャム（一人当たり\412）。

8：24　出発。

13：00 ～13：50　すき家で昼食。昼食前にやたら坂道が続いたので、早くすき家を見つけたくて仕方がなかった。昼食後に初めて東京までの距離が書かれた青い看板を見付けて。テンションが上がった。

16：00 ～16：50　内田隊員パンク。リム側に穴が空いてしまったため、チューブ交換をした。修理後に少し走ると、富士山が見えてきた。

17：08 ～19：10　お風呂（\533）。2人で\800の日だった。

19：15 ～20：50　コインランドリーで洗濯。

21：55 ～22：30　CoCo壱番屋で夕食。

23：10　ツインメッセ静岡という場所で無理矢理就寝。

国道257号～国道152号～国道1号

Tm：5.54.29　Av：17.0　Dst：100.42　Odo：1297.7　Mx：36.5　We：晴

【テン場】ツインメッセ静岡

2月23日（水）　静岡県
5：40　起床。就寝場所が悪かったのか、外が段々と騒がしくなってきた。シャッターの裏にテントを設置していたのが、シャッターが開き始めて焦った。外には老人達がたくさんいて、挨拶されたり注意されたりした。撤収間際に何を始めたかと思えば、太極拳だった。ラジオ体操じゃないのかよ！って、心の中でツッコんだ。

6：30　朝食。食パン・バターオリーブ（一人当たり\117）。

7：20　出発。

11：45 ～12：25　すき家で昼食。すき家を見付けるまで一本松が並ぶ東海道を走行していたが、景色が変わらないのであまり面白くはなかった。

13：15 ～16：15　お風呂（\700）。この日は箱根峠の手前、三島まで走って休息日としていたので、65km程走ってお風呂で長めに休憩した。むしろこういう日が何回かあった方が肉体的には良い気がした。

17：10 ～19：30 　夕食。すき焼き鍋・米（一人当たり\450）。夕食時に「この嘘本当」が口癖だと思われる、テン場にした公園の管理人のおじさんにいろいろ話を聞かせてもらった。聞かせてもらったというよりは、話を一方的に聞かされたという感じ。しかし、嫌というわけではなかった。静岡県出身らしく、静岡県の歴史や東海道の歴史等を聞けて良かった。終了間際になって、この活動は歴史を知る活動にすれば良かったと思った。きっかけをたくさんくれたおじさんなので、きっかけおじさんということにした。

21：45　就寝。明日は箱根峠なので覚悟して寝た…。

国道1号

Tm：3.48.52　Av：17.2　Dst：65.61　Odo：1363.3　Mx：27.2　We：晴‐曇

【テン場】三島駅付近の公園

2月24日（木）　静岡県 → 神奈川県
6：10　起床。ただでさえ今日は箱根越えなのに、なんの試練なのか天気予報は外れて小雨が降っている…。

6：20　朝食。食パン・マーマレードジャム（一人当たり\450）。

7：30　出発。

08：05　箱根峠を登り始めた。この頃には小雨だった天気も本降りへと変わっていった。晴れで暑い方が辛いのか、雨が降って寒い方が辛いのか。今となってはよくはわからない。
1時間程登ったところで休憩をした。しかし、休みすぎると体が冷えてしまうので水分補給程度で済ませた。青い看板が箱根まで4kmと書いてあり、もう少しだと思って40分程登ったら、まだ2kmと書いてあったときは、たった2kmかよ…ってなった。とても辛かった。

09：40　約2時間近く登り続けて箱根峠を登り切った。達成感がとても素晴しい。峠の頂点で写真撮影をしていたら体が冷え切った。この後の坂道はガクガク震えながら下った。本来なら下り道は気持ち良いはずなのだが…。下り切ったところで若干晴れ間が出てきた。箱根峠は本当に試練だった気がする。

13：13 ～13：50　すき家で昼食。

15：20 ～18：00　お風呂（\700）。箱根峠で疲れ切った体を長めのお風呂休憩で癒した。

19：15 ～21：30　夕食。ちゃんこ鍋・米（一人当たり\567）。今合宿最後の夕食ということで乾杯。少し広くて暗過ぎて不気味な感じの公園をテン場にした。長かった活動を明日で最後である。

22：10　就寝。

国道1号

Tm：5.07.23　Av：13.9　Dst：71.47　Odo：1434.7　Mx：36.5　We：雨‐曇

【テン場】茅ヶ崎駅付近の公園

2月25日（水）　神奈川県 → 東京都
5：33　起床。

5：40　朝食。食パン・ピーナッツ・ブルーベリージャム（一人当たり\567）。

7：12　出発。

　ひたすら国道1号線を走っていく。途中、日本橋まで○kmという標識をいくつも見掛けた。徐々にゴールに近づいていっているのを実感した。都心に近付くにつれ、信号が増えて止まる回数も多くなってきた。上手く前に進めない。東京タワーが見えてきた。日本橋はすぐそこだ ―――

　11：57　日本橋到着。8日から走り始めて、途中で仕方なく輪行もしたが、予定通りに日本橋に無事辿り着く事が出来た。五味が来てくれたので集合写真を撮ってもらった。なかなか感慨深いものがある…。

　この後、すき家を見つけたが店内が狭くて断念。仕方なく四ツ谷のはなまるうどんで昼食を食べた。その後、各々は家まで輪行せずに自転車で帰っていった。全員なかなかの根性の持ち主だ。

では、お疲れ様でした。

国道1号

Tm：3.21.47　Av：17.8　Dst：59.95　Odo：1494.7　Mx：36.0　We：晴

　総走行時間：90：50：02
　平均速度：16.6

　総走行距離：1494.7

　最高速度：40.5 （鈴鹿峠下り道）

≪総括≫

　にっぽんちゃり。始めに企画を部会に提出した時にはニュージーランドを走るという企画であった。しかし、予算や日程の関係上隊員は集まらなかった。僕自身も結果的には予算が足りなかったので行けなかったと思う。要は準備不足である。

　そんな中、卒論として小笠原諸島について執筆していたところ、日本についていろいろ知りたくなった。そこで、にっぽんちゃりという企画を考えて、改めて部会に提出したわけである。そこからは現実味帯びてきたので、とりあえず来てくれそうな部員に声を掛けていった。活動というものは無理矢理誘って参加させてもつまらないものなので、最終的には本人の意思に任せた。そして集まったのが鹿野と内田である。

　小笠原諸島の活動時には事前にミーティングをしなかったという反省があったので、今回は事前に何回か集まった。自分の意思で参加表明しただけあって、ミーティング時の姿勢が違った。ただ参加するだけ、付いていくだけという姿勢はやはり良くないと改めて実感した。また、ツーリングマップを九州、中国、近畿・中部、関東の4冊購入して、2人にどこのルート設定をしたいか聞いた上で、鹿野に中国地方、内田に近畿・中部地方を渡した。決して僕が全ルート設定するのが面倒だからではない。決して…。ツーリングにおけるルート設定も技術の内と考えたからである。全員で作る計画というのはこういうことかなと思いながら、仕事を分担出来たので良かったと思っている。

・日本の土地を自分の五感で感じる（人の意見や文章は参考程度にする）

　　→ 事前にある程度の文献を読み、隊員間で情報を共有していく

　　→ 読んだ上での自分の意見を発信していく

　強制ではないが事前に本を読むように2人には言っておいた。試験が無い僕と違って、2人は試験期間中だったのでどれだけ読めたかは分からない。僕は図書館で何冊か借りてきて読んだ。それでも全然足りない。やはり活動というものは事前準備にかなりの時間を使いたいものだと感じた。

　鹿児島から東京まで走ってみて、日本の土地を感じられなかったわけがない。冬における気候は全て体験出来たと思う。話しかけてくれる人達との会話（思えば自分達から話しかけることはあまりなかったような…）。差し入れを頂けたりした時は嬉しかった。寒いけど人々は暖かかった。

　本で得た情報は本当にほんの一握りだった。走ってみると気になるものが覚えられないくらいたくさんある。走っていると疲れてメモを取るのを忘れてしまう悪循環。日程に余裕があればもっとじっくり活動出来たと思う。走ることにだけ集中してはいけなかった。特に京都はもったいなかった…。でも、走ってきた場所の地名を見ただけでどんな出来事があったか思い出すことが出来る。いつしか忘れてしまう思い出かもしれないが、鮮明に心に刻み込まれた思い出は、自転車活動ならではと言えよう。

　・装備の知識を付ける（寒い時期だからこそ）

　　→ 今後の活動において、状況に応じて必要な装備を判断出来る能力を付ける

　これは全員が痛感したことだと思うが、装備は高くても良いものを選んで買おうということ。装備報告にいろいろ書いたので読んでいただきたい。装備は妥協をしてはいけない。テコでも動かなそうな内田の考え方を変えた、今合宿におけるこの目的は達成出来た気がする。

・長期活動で基礎を作る

　　→ 今後の夏・春活動においての自信を付ける

　これだけの濃い活動をこなした2人は、経験を活かして今後の活動もこなせるはずである。当初はルート設定をした地域の先頭を走るという予定だったが、1日ごとにロケットエンピツ式に変更した。いろんな順番を走ることは、より経験になると思ったからだ。決して適当に案を出して決めたわけではない。先頭だとパンクする確率が上がる気がしないでもない…。

　九州地方にいる間は地図を見る度に、本当に東京まで帰れるのかという気持ちになった。雪が降り続いた時も心が折れそうになった。でも、口では弱音を吐きつつも、心は折れていなかった。山口県で輪行する時に、個人的な思いだが探検と冒険が脳裏にちらついた気がした。輪行をせずに意地でも自転車で東京を目指したいという思いと、危険な雪道を避けるために輪行をして東京を目指すという思い。結果的には安全面を優先したのだが、ここに探検心、冒険心があった。よって、山口県には若干の心残りがある。

　参加してくれた2人にはとても感謝している。各々の思いがあって参加してくれたのだと思うが、僕がやりたいと思った活動に賛同してくれて参加してくれたのは素直に嬉しい。全員がＣＬみたいな一体感のある18日間だった。今となっては懐かしい思い出でしかない。2人には今回の経験を活かし、残りの学生生活に活かしていってもらいたい。きっかけがたくさんあったはずだから、後輩達にもきっかけを与えられる人になっていってもらいたい。にっぽんちゃりはきっかけ探しの活動でもあったのだ。

この1年間を通して4年生としての目標のきっかけ作りは少しくらい上手くいったかな。俺も青森まで走って日本縦断したかったな。18日間ありがとう。ではまた。

